
1

 J8エリアタンクの解体に向けた準備が整ったことから、本⽇（2026年1⽉20⽇）、作業に着⼿し
ました。解体作業の完了時期は、2026年度末頃を予定しています。

 J8エリアタンクは処理途上⽔を貯留していましたが、線量測定の結果、J8エリアの全9基のタンク
内の線量が「バックグランド相当*」であることを確認しました。

 解体作業は安全最優先で進めてまいります。

福島第⼀原⼦⼒発電所 J8エリアタンクの解体作業着⼿
＜ 参 考 資 料 ＞
2 0 2 6 年 1 ⽉ 2 0 ⽇
東京電⼒ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社
福島第⼀廃炉推進カンパニー

＜以上、2025年9⽉3⽇までにお知らせ済み＞

＊バックグランド相当︓J8エリアタンク周辺の線量の平均値以下であること

＜J8エリアタンクの天蓋を撤去する様⼦＞ ＜J8エリアタンクから撤去した天蓋＞

 フランジ型および溶接型タンク解体を進めているEエリアを2号機の燃料デブリ取り出し関連施
設の建設場所として、また、Eエリア近傍のJ8、J9エリアを3号機の燃料デブリ取り出し関連施
設の建設場所として計画しています。

 J8、J9エリアのタンク解体に関する実施計画が2025年2⽉に認可されたことから、 ALPS処理
⽔の海洋放出により⽔抜きが先⾏しているJ9エリアタンクの解体作業に2025年2⽉14⽇から着
⼿し、作業は2025年9⽉3⽇に完了しました。
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J8、J9エリアタンクの解体概要
 J8エリアタンクの解体に先⽴ち、処理途上⽔のタンク間移送は2025年7⽉〜9⽉に、残⽔移送作業
は9⽉〜11⽉に実施していました。2025年11⽉から準備作業（タンク間の連結管撤去作業や周辺
整備⼯事等）を実施していました。

＜J8エリアタンク写真＞

Eエリア J9エリア

J8エリア

【J9エリア】
容量 ︓700m3／基
基数 ︓12基
貯留⽔︓ALPS処理⽔(放出済み)

【J8エリア】
容量 ︓700ｍ3／基
基数 ︓9基
貯留⽔︓処理途上⽔(移送済み)
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